
2023年 6月 25日（26週目)主日礼拝                  「伝道弟子の生活」(使徒 9:10-15) 
創世記 3:15のようにイエス・キリストがサタンの頭を踏み砕かれた。悪魔を滅ぼした方はイエス・キリストだけである。 

創世記 3:15：①キリスト VS サタン、②旧約聖書は、イスラエルの民 VS サタン 、③新約聖書は、教会 VS サタン との戦いである。 

教会が強くなった時に人々を救い出すことが出来る。真のキリストを信じる人たちが教会である。教会だけがサタンに打ち勝てる。伝道者(弟子)―聖徒は伝道弟子である。 

1.まず霊的やぐら 2.伝道弟子の生活 3.教会の目標 

▲礼拝を通して霊的に強くなるやぐらとなるように。私達はやぐらとし

て敵を潰す基地になるように。 

1)神の形―創世記 1：27(神はこのように、人をご自身のかたちに創造さ 

れた。神のかたちに彼を創造し、男と女とに彼らを創造された。) 

〇ギョベクリ・テペ―紀元前 1 万年～8000 年の間に建てられた神殿。

精練された偶像を作って拝んでいた。もともと人間は霊的な存在で

あり、猿から進化したわけではないことが分かる。 

〇神様の子ども―ヨハネ 1：12 

〇神様の神殿―1コリ 3:16(あなたがたは神の神殿であり、神の御霊が 

あなたがたに宿っておられることを知らないのですか。) 

2)御座―マタイ 28：18(わたしには天においても、地においても、いっさ 

いの権威が与えられています。) 

・キリストが天においても地においても一切の権威を持っている。 

・イエス・キリストの名前で暗闇の力は打ち砕かれる。 

〇天使―へブル 1:14 

・天使が私達を守って助ける―悪霊は近づくことが出来ない。 

・悪霊を打ち砕く権威を与えられた(ルカ 10：19)―悪霊は砕かれる 

・私達に 5つの力が与えられた。 

〇マタイ 28:20(また、わたしがあなたがたに命じておいたすべてのこと 

を守るように、彼らを教えなさい。見よ。わたしは、世の終わりま 

で、いつも、あなたがたとともにいます。) 

・共にいる為に、天使たちも共にいて守られる。 

3)使徒 1:8(しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがた 

は力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、お 

よび地の果てにまで、わたしの 証人となります。) 

・私達に聖霊充満を与えられる。 

・聖霊に満たされる時に、地の果てまで証人となる。 

〇使徒 9:17(あなたが再び見えるようになり、聖霊に満たされるためで 

す。) 

・聖霊充満になる時に伝道・宣教をすることが出来るようになる。 

4)祈り―フォーラム 

 ・聖霊に満たされる為に祈りとフォーラムをするように。 

5)勝利をすることが出来る 

 ・私達は、神様の子どもであるので神様の力によって勝利出来る。 

 

 

▲伝道弟子がそれぞれの地域に用意された。 

〇地名―弟子の名前 

1)ダマスコ―アナニヤー使徒 9:10(ダマスコ 

にアナニヤという弟子がいた。主が彼に幻 

の中で、「アナニヤよ。」と言われたので、 

「主よ。ここにおります。」と答えた。) 

・霊的な力を持っていると対象者が来る。 

・伝道は、主が成し遂げて下さる。 

・全ての人が信じるようになされる。 

・神様は弟子を通して救いを成し遂げる。 

2)ルダ―使徒 9:32(ペテロはあらゆる所を巡 

回したが、ルダに住む聖徒たちのところへ 

も下って行った。) 

・ルダという地域のアイネアが寝たきりの

人であったが癒されて伝道者になった。 

3)ヨッパ―タビダ―使徒 9:36(ヨッパにタビ 

タ（ギリシヤ語に訳せば、ドルカス）とい 

う女の弟子がいた。この女は、多くの良い 

わざと施しをしていた。) 

・ヨッパにタビダという弟子がいた。 

・病で死にそうになったが生かされた。 

4)皮なめしのシモン―使徒 9：43 

・皮なめしはあまり良い仕事ではなかった 

・皮なめしのシモンに伝道をした。 

・シモンの産業が祝福をされた。 

・福音を伝える仕事は最高の仕事になる 

〇使徒 9:42(このことがヨッパ中に知れ渡

り、多くの人々が主を信じた。) 

 

 

▲教会の使命を悟るように⇒使徒９：１５の使命 

1)使徒 9:15(しかし、主はこう言われた。「行きなさ 

い。あの人はわたしの名を、異邦人、王たち、イス 

ラエルの子孫の前に運ぶ、わたしの選びの器で 

す。」)  

2)237か国(異邦人)―マタイ 28:18-20(あなたがたは行 

って、あらゆる国の人々を弟子としなさい。) 

・全世界の人たちがキリストを信じるようになる。 

・アジアの時代にアジアに福音が伝えられる。 

・必ず日本もキリスト教国家になる。 

3)サミット(王)―使徒 27:24(『恐れてはいけません。 

パウロ。あなたは必ずカイザルの前に立ちます。そ 

して、神はあなたと同船している人々をみな、あな 

たにお与えになったのです。』) 

・歴史の中で権力者が、宗教を通して人々を 

コントロールしてきた。 

・王たちがキリストを信じるようになると、 

全ての人がキリストを信じるようになる。 

 ・サミットに伝道することが出来るように。 

4)レムナント(イスラエルの子孫) 

・レムナントの頃から日本をキリスト教国家にする 

ビジョンを持つように。 

・ミッションを持っている人がその通りに実現する 

 

▲結論 

・主日には、必ず礼拝に成功を出来るように。 

・教会建築の為に献金を出来るように。 

・3人以上の人を伝道して弟子と出来るように。 



現場地教会（2023 年 6月 25 日～2023年 7月 1 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】           「伝道弟子の生活」(使徒 9:10-15) 

  

【讃美】                 277 闇に住む人々見よ 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 
御座の祝福を 

味わう 

（3•9•3 契約の

祈り） 

【吐いて】主は生ける神の御子キリストです。 

【吸って】いま神の御霊で満たしてください。 

【吐いて】御言葉の力が臨まれますように。 

【吸って】キリストの御霊で満たしてください。 

【吐いて】3つの呪いを解決する力が臨まれますように。 

【吸って】助け主聖霊様で満たしてください。 

【吐いて】聖霊様の力が臨まれますように。 

【吸って】3つの超越の力で満たしてください。 

【吐いて】御座の祝福・時空間を超える 237の光の力が臨まれますように。 

【吸って】3つのいのちで満たしてください。 

【吐いて】神の形・いのちの息・エデンの園の祝福が臨まれますように。 

【吸って】3つの空前絶後の祝福で満たしてください。 

【吐いて】空前絶後な私・教会・タラントが回復されますように。 

【吸って】3つの時代の祝福で満たしてください。 

【吐いて】牧師•重職者•レムナントの時代を味わう祝福をください。 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

 

お知らせ 
 

 

1、レムナント大会(8 月 1 日～4 日)、 

リーダー修練会(7 月 27 日～29 日) 

2、呼吸祈りを味わう会 6 月 25 日 14 時 

3、浜松磐田伝道キャンプ(7 月 10 日～7 月 11 日) 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


